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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 83,524 17.7 3,689 61.4 3,632 60.9 2,033 100.6
22年3月期第3四半期 70,946 △24.9 2,285 △57.8 2,257 △58.2 1,013 △65.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 61.65 ―

22年3月期第3四半期 30.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 88,810 74,881 84.3 2,270.44
22年3月期 88,687 73,554 82.9 2,230.15

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  74,881百万円 22年3月期  73,554百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年3月期 ― 10.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.50 20.50

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 10.9 5,200 38.8 5,100 39.1 2,700 67.9 81.86

80074
コーポレートマーク



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 33,004,372株 22年3月期  33,004,372株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  23,182株 22年3月期  22,406株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 32,981,730株 22年3月期3Q 32,982,971株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている事業見直し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいていますが、リスクや不確実
性を含んでいます。 
 よって、実際の業績は様々な要因により記述されている業績予想とは大きく異なる可能性もあります。 
 実際の業績予想に与え得る要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向等が考えられます。 
 業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。 
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１.当四半期の業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

①当第３四半期累計期間の経営成績 

 金 額 前年同四半期増減率 

売 上 高  83,524 百万円  17.7％ 

営 業 利 益  3,689 百万円  61.4％ 

経 常 利 益  3,632 百万円  60.9％ 

四半期純利益  2,033 百万円 100.6％ 

当第３四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年 12 月 31 日）におけるわが

国経済は、円高の影響や緊急経済対策効果の一巡により、回復ペースの鈍化がみられ

たものの、新興国の好調な需要に牽引され、景気の持ち直し傾向が続きました。 

国内製造業を中心としたモノづくり現場においては、アジアを中心とした新興国の

需要に支えられ、輸出型企業を中心に生産活動が活発になったものの、欧米諸国の景

気減速懸念や国内経済の先行き不透明感などから、やや弱含みでの回復基調で推移し

ました。このような環境下で当社は、少量多品種・多頻度の商品ニーズに的確にお応

えするため、取扱商品の拡充、戦略的な在庫アイテムの増強、電子商取引の推進等、

お客様の利便性を高める営業活動を展開しました。 

その結果、当第３四半期累計期間における全体の売上高は 835 億 24 百万円（前年同

四半期比 17.7％増）となりました。 

利益面につきましては、国内製造業各社が原価低減の動きを一段と強めたことや利益

率の高いプライベート・ブランド商品の占有率が低下した影響により、売上総利益率は

20.4％と前年同四半期に比べ 0.7％低下しましたが、売上高の増加により、売上総利益

は 20 億 68 百万円増の 170 億 65 百万円（前年同四半期比 13.8％増）となりました。 

一方、販売費及び一般管理費は、業績の回復に伴う達成報奨金の支給及び時間外労

働時間の増加による人件費の増加、プライベート・ブランド商品の市場認知度を高め

るために、ＴＶコマーシャルを再開したことによる広告宣伝費の増加等の影響により、

133 億 75 百万円（前年同四半期比 5.2％増）となりました。 

以上の結果により、営業利益は 36 億 89 百万円（前年同四半期比 61.4％増）、経常

利益は 36 億 32 百万円（前年同四半期比 60.9％増）となり、四半期純利益は 20 億 33

百万円（前年同四半期比 100.6％増）となりました。 
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②ルート別売上高の状況 

当第３四半期累計期間 

自 平成 22 年 ４月 １日 

至 平成 22 年 12 月 31 日 

         期 別 

 

 

ルート別 金 額 構成比 

 

ファクトリールート 

百万円

75,568

％

90.5

ホームセンタールート 7,842 9.4

そ の 他 114 0.1

合 計 83,524 100.0

（注）「セグメント情報等に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年３月 27

日）におけるマネジメント・アプローチの採用に伴い、当事業年度のセグメント別

の数値につきましては、前事業年度まで表示していたワーカーズルートをファクト

リールートに含めて表示しています。また、前事業年度までＨＣルートと表示して

いたルートをホームセンタールートと表示しています。 

１）ファクトリールート（製造業、建設関連業等向け卸売） 

国内製造業における生産活動は内需の動きに弱さがみられるものの、需要拡大を

続けるアジア向け輸出を中心に回復傾向で推移する中で、当社に優位性のある少量

多品種・多頻度の商品ニーズに確実にお応えするため、在庫アイテムの拡充及び電

子商取引システムの推進等に取り組みました。 

２）ホームセンタールート（ホームセンター向け販売） 

建設投資が低調に推移する市場環境の中で、プライベート・ブランド商品の提案

を中心とした積極的な営業活動の強化に努めました。 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産の状況 

（資産） 

資産合計は、前事業年度末に比べ１億23百万円増加の888億10百万円（前事業年度末

比0.1％増）となりました。主な要因は、現金及び預金が59億64百万円、売掛金が１億

78百万円それぞれ減少したこと及び商品が４億71百万円、有形固定資産が65億62百万

円それぞれ増加したことによるものです。 

（負債） 

負債合計は、前事業年度末に比べ12億３百万円減少の139億28百万円（前事業年度末

比8.0％減）となりました。主な要因は、買掛金が５億49百万円、未払法人税等が５億

76百万円それぞれ減少したことによるものです。 

（純資産） 

純資産合計は、前事業年度末に比べ13億27百万円増加の748億81百万円（前事業年度

末比1.8％増）となりました。主な要因は、利益剰余金が当四半期純利益20億33百万円

の計上により増加し、期末配当金及び中間配当金６億59百万円の支払により減少した
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ことによるものです。なお、自己資本比率は前事業年度末の82.9％から84.3％となり

ました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末のキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、26億２百万円の収入となりました。主な

要因は、税引前四半期純利益35億67百万円、減価償却費18億75百万円、売上債権の

減少１億64百万円等の収入に対し、商品の増加４億71百万円、仕入債務の減少５億

49百万円、法人税等の支払額18億90百万円となったことによる支出の差額です。 

（投資活動によるキャッシュ・フローの状況） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、東京本社、プラネット大阪及び広島支店

の移転用地並びに名古屋支店ビル等、有形固定資産の取得による支出79億48百万円

及び子会社の設立に伴う関係会社株式の取得による支出１億39百万円が主な要因と

なり、79億５百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フローの状況） 

財務活動によるキャッシュ･フローは、配当金の支払等により６億61百万円の支出

となりました。 

以上の結果、当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事

業年度末に比べ59億64百万円減少の118億48百万円となりました。 

 

（３）業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成 22 年５月７日発表の数値に変更はありません。 

 

２．その他の情報 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  該当事項はありません。 

 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18

号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しています。これにより第３四

半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそれぞれ 27 百万円減少

しています。 

 

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

   該当事項はありません。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,848 17,812

売掛金 14,939 15,117

商品 16,697 16,225

繰延税金資産 574 710

その他 332 282

貸倒引当金 △10 △5

流動資産合計 44,381 50,144

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 16,528 16,773

工具、器具及び備品（純額） 581 714

土地 23,218 16,351

建設仮勘定 204 53

その他（純額） 794 872

有形固定資産合計 41,327 34,765

無形固定資産   

ソフトウエア 1,173 1,857

その他 17 18

無形固定資産合計 1,191 1,875

投資その他の資産   

投資有価証券 908 986

再評価に係る繰延税金資産 126 127

その他 929 829

貸倒引当金 △54 △41

投資その他の資産合計 1,909 1,901

固定資産合計 44,429 38,542

資産合計 88,810 88,687
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(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 9,290 9,840

未払金 1,359 1,436

未払費用 92 134

未払法人税等 534 1,111

賞与引当金 644 761

役員賞与引当金 20 －

その他 328 316

流動負債合計 12,270 13,599

固定負債   

役員退職慰労引当金 166 166

その他 1,492 1,366

固定負債合計 1,658 1,532

負債合計 13,928 15,132

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,022 5,022

資本剰余金 4,709 4,709

利益剰余金 66,242 64,869

自己株式 △43 △42

株主資本合計 75,931 74,559

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 66 111

土地再評価差額金 △1,115 △1,116

評価・換算差額等合計 △1,049 △1,004

純資産合計 74,881 73,554

負債純資産合計 88,810 88,687
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 70,946 83,524

売上原価 55,949 66,459

売上総利益 14,996 17,065

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 1,697 1,724

役員報酬 160 170

給料及び賞与 4,861 5,123

賞与引当金繰入額 637 644

福利厚生費 854 890

通信費 271 266

減価償却費 1,797 1,841

借地借家料 359 334

その他 2,072 2,379

販売費及び一般管理費合計 12,710 13,375

営業利益 2,285 3,689

営業外収益   

受取利息 11 8

受取配当金 10 10

仕入割引 606 752

その他 169 172

営業外収益合計 798 943

営業外費用   

売上割引 743 895

その他 84 104

営業外費用合計 827 1,000

経常利益 2,257 3,632

特別利益   

固定資産売却益 65 －

特別利益合計 65 －

特別損失   

固定資産除却損 64 15

固定資産売却損 71 46

減損損失 99 －

投資有価証券評価損 34 1

その他 0 0

特別損失合計 270 64

税引前四半期純利益 2,051 3,567

法人税、住民税及び事業税 862 1,315

法人税等調整額 174 219

法人税等合計 1,037 1,534

四半期純利益 1,013 2,033
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【第３四半期会計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 25,212 29,403

売上原価 19,974 23,436

売上総利益 5,237 5,967

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 598 580

役員報酬 53 56

給料及び賞与 1,357 1,441

賞与引当金繰入額 464 469

福利厚生費 275 306

通信費 90 86

減価償却費 593 614

借地借家料 113 111

その他 666 828

販売費及び一般管理費合計 4,214 4,496

営業利益 1,023 1,470

営業外収益   

受取利息 3 0

受取配当金 3 3

仕入割引 205 256

その他 51 65

営業外収益合計 265 326

営業外費用   

売上割引 254 299

その他 33 34

営業外費用合計 287 334

経常利益 1,000 1,462

特別利益   

固定資産売却益 11 －

その他 － 2

特別利益合計 11 2

特別損失   

固定資産除却損 7 3

固定資産売却損 － 46

減損損失 99 －

投資有価証券評価損 34 －

特別損失合計 142 49

税引前四半期純利益 870 1,414

法人税、住民税及び事業税 319 360

法人税等調整額 78 227

法人税等合計 398 587

四半期純利益 472 827
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 2,051 3,567

減価償却費 1,831 1,875

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 19

受取利息及び受取配当金 △22 △18

有形固定資産除売却損益（△は益） 51 55

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 34 1

減損損失 99 －

売上債権の増減額（△は増加） △114 164

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,755 △471

仕入債務の増減額（△は減少） △418 △549

未払消費税等の増減額（△は減少） 370 △121

その他 △454 △54

小計 5,198 4,469

利息及び配当金の受取額 24 23

法人税等の支払額 △1,300 △1,890

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,922 2,602

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,595 △7,948

有形固定資産の売却による収入 366 297

無形固定資産の取得による支出 △93 △87

投資有価証券の取得による支出 △100 －

投資有価証券の償還による収入 100 －

関係会社株式の取得による支出 － △139

その他 50 △26

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,272 △7,905

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1 △1

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △627 △660

財務活動によるキャッシュ・フロー △629 △661

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,021 △5,964

現金及び現金同等物の期首残高 12,975 17,812

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,996 11,848
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

①報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を

行う対象となっているものです。当社は、販売ルート別のセグメントから構成されて

おり、製造業、建設関連業等向け卸売の「ファクトリールート」及びホームセンター

向け販売の「ホームセンタールート」の２つのルートを報告セグメントとしています。 

 

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報 

 当第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日  至 平成22年12月31日） 

 （単位：百万円） 

報告セグメント  

ファクトリールート ホームセンタールート 計 
その他 合計 

売上高 

外部顧客への売上高 75,568 7,842 83,410

 

114 83,524

セグメント利益又は損失（△） 3,827 △146 3,681 △48 3,632

（注）１．「その他」セグメントには、報告セグメントに含まれない通販企業向け販

売等の事業セグメントを含んでいます。 

   ２．「セグメント利益又は損失（△）」は、経常利益を表示しています。 

（追加情報） 

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企

業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用

しています。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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４．補足情報 

（１）経営管理上重要な指標の推移 

第46期 第47期 第48期 
 

 
第３四半期 

累計期間 

第３四半期 

累計期間 

第３四半期 

累計期間 

第47期 

売 上 高（百万円） 94,499 70,946 83,524 99,201

営業利益（百万円） 5,418 2,285 3,689 3,745

経 常 利 益（百万円） 5,405 2,257 3,632 3,665

四半期（当期）純利益（百万円） 2,933 1,013 2,033 1,607

１株当たり四半期(当期）純利益 88円95銭 30円74銭 61 円 65 銭 48円75銭

総 資 産（百万円） 85,170 84,879 88,810 88,687

純 資 産（百万円） 71,905 72,905 74,881 73,554

１株当たり純資産額 2,180円01銭 2,210円43銭 2,270円44銭 2,230円15銭

 

（２）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

 該当事項はありません。 

  

②仕入実績 

（商品分類別仕入高の状況） 

当第３四半期累計期間 

自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日 

期 別 

 

 

商品分類別 金   額 前年同四半期比

切 削 工 具 

百万円

3,339

％

34.1

生産加工用品 6,177 29.2

工 事 用 品 6,743 22.0

作 業 用 品 13,935 22.5

ハンドツール 11,862 29.1

環境安全用品 8,203 13.9

物流保管用品 8,115 26.6

研究管理用品 2,664 25.3

オフィス住設用品 4,947 21.8

そ の 他 942 △8.0

合 計 66,931 23.5
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③販売実績 

（商品分類別売上高の状況） 

当第３四半期累計期間 

自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日 

期 別 

 

 

商品分類別 金   額 前年同四半期比

 

切 削 工 具 

百万円

4,279

％

34.2

生産加工用品 7,254 23.9

工 事 用 品 8,401 15.9

作 業 用 品 17,527 15.0

ハンドツール 14,466 18.2

環境安全用品 10,589 11.1

物流保管用品 10,265 22.5

研究管理用品 3,386 21.3

オフィス住設用品 6,227 18.7

そ の 他 1,126 △8.6

合 計 83,524 17.7

 

【参考情報】 

（ブロック別売上高の状況）         （ルート別売上高の詳細） 

当第３四半期累計期間 

自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日 

当第３四半期累計期間 

自 平成22年４月１日 

至 平成22年12月31日 

期 別 

 

 

ブロック別 金 額 前年同四半期比

期 別

 

 

ルート別 金 額 構成比 

 

北海道・東北ブロック 

百万円

7,724

％

15.4 ファクトリールート

百万円 

75,568 

％

90.5

北関東ブロック 9,250 18.1 機械工具商 44,014 52.7

首都圏ブロック 13,309 12.4 溶接材料商 9,705 11.6

南関東ブロック 5,840 19.4 その他の製造業関連 10,317 12.4

中部ブロック 14,357 24.9 建設関連 11,530 13.8

関西ブロック 16,570 18.8 ホームセンタールート 7,842 9.4

中国・四国ブロック 8,124 15.5 そ の 他 114 0.1

九州ブロック 7,611 13.2 合 計 83,524 100.0

そ の 他 736 49.1  

合 計 83,524 17.7  
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（３）設備投資、減価償却費、研究開発費の実績値・予想値 

当第３四半期累計期間の設備投資額、減価償却費の実績値及び予想値は以下のとお

りです。なお、研究開発費の実績値及び予想値は該当事項がありません。 

投資予定額（百万円） 物件名 

（所在地） 
設備の内容 

投資総額 既支払額 

千葉支店 

（千葉県市原市） 
建物建築 352 －  

プラネット東関東 

ロータリーストッカー 

（千葉県松戸市） 

機械取得 14 14 

東京本社用地 

（東京都港区） 
土地取得 4,931 4,931 

名古屋支店ビル 

（名古屋市中村区） 
土地建物取得 1,202 1,202 

プラネット大阪用地 

（大阪市城東区） 
土地取得 1,038 1,038 

プラネット神戸 

ロータリーストッカー 

（神戸市中央区） 

機械取得 18 18 

姫路支店 

（兵庫県姫路市） 
建物建築 300 199 

広島支店用地 

（広島市西区） 
土地取得 516 516 

プラネット九州 

ロータリーストッカー 

(福岡市博多区) 

機械取得 6 6 

 

科目 当第３四半期累計期間実績値 当事業年度予想値 

減価償却費 
百万円

1,809

百万円 

2,455 

   （注）当事業年度予想値は、第２四半期会計期間末以降に取得 

した固定資産の減価償却費を含めて表示しています。 
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